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最近の話題

ペット同行避難所、公表を
環境省、自治体に点検リスト通知

大規模災害時に避難所でのペットの受け入れが円滑に進むよ
う、環境省は自治体の管理者向けにチェックリストを作成し、
近く都道府県などに通知する方針を決めた。関係者が20日、明
らかにした。飼い主とペットが避難所まで一緒に逃げる「同行
避難」を巡っては、現場で十分な対応がなされず、他の被災者
とトラブルになることもある。リストには受け入れ可能な避難
所の公表などを盛り込み、態勢整備を強く促す。
関係者によると、リストは過去の災害で得られた教訓を反映。
①ペットの受け入れ可能、不可の避難所を公開しているか②受
け入れ不可の避難所に飼い主とペットが来た場合の対応は考え
ているか③避難所でペットが過ごす場所を用意しているか④獣
医師会や愛護団体と連携しているか―などの項目を設ける。
また、人とペットの災害対策を推進するには、自治体の防災
担当と動物愛護担当の間で緊密な情報交換が不可欠として、環
境省は2021年度、全国３カ所程度で同行避難訓練も行う方針だ。
飼い主にとって家族同然のペットを連れた避難は災害のたび
に課題となる。11年の東日本大震災では、やむなく自宅に残し
た犬や猫が山野に逃げ、自治体などが対応に苦慮した。これを
踏まえ、環境省は13年に同行避難を推奨するガイドラインを策
定し、自治体にペット対応を含めた避難所運営の指針作成を求めた。
だが反応は鈍く、16年の熊本地震など、その後の大規模災害でも避難所で断られ車中泊を続けたケース
や、受け入れた場合でも鳴き声などの問題が続出。同省はより実効性を持たせたチェックリストを新たに
作ることを決め、検討を進めていた。
関係者は「災害時に飼い主が責任を持って飼育できる態勢を整えることは公衆衛生にも関わる重要な課
題だ。自治体の理解を得られるよう努めたい」としている。
 （京都新聞　R３.２.20）

－36－ －37－



部 会 だ よ り部 会 だ よ り
3 4 7  

    

 4 23 ( )   

 5 6 ( )   

72  5 29 ( )   

 6    

1     

1     

1  6    

    

 

  

今後の事業計画と行事予定今後の事業計画と行事予定

最近の話題

福岡県ワンヘルス推進基本条例が制定される
各地方獣医師会長　宛

 日本獣医師会会長（福岡県議会議員）　藏内　勇夫

福岡県議会では、「福岡宣言」誕生の地としてワンヘルスの実践活動をリードしていくため、その仕組
みを定める条例制定の取組が進められていたところ、昨年の12月定例会最終日（12月18日）、「ワンへルス
推進基本条例」が制定されました（令和３年１月５日公布・施行）。
九州の成長発展の基盤として、広域防災拠点の整備をはじめとする大規模災害への備えを提言してきま
したが、感染症の世界的大流行（パンデミック）は、まさに大規模かつ広域の大災害として、あるいはそ
れ以上に、社会の成長発展に対する最大の危機となります。ワンヘルスの取組は、当会の政策提言と軌を
一にするものといえ、しかも、いわば「ワンヘルス産業」とも言いうる新たな産業分野を生みだす可能性
に満ちています。この条例を契機とした様々な取組に大いに期待しているところであり、関係団体等とも
連携しながら、今後、県が策定するワンヘルス推進実行計画等に対し、積極的に提言を行うとともに、ワ
ンヘルスの実践活動を引き続き支援してまいります。
12月議会で、ワンヘルス実践の取組を質問しましたところ、知事は、ワンヘルスの拠点「ワンヘルス・
センター」整備とともに、家畜、愛玩動物及び野生動物の健康を所管する「動物保健衛生所」の設置方針
を表明しました。
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動物のお医者さんを応援します。

感染リスクゼロを目指したフクダ電子FDSシリーズの
フラッグシップモデルです。
新開発ハイブリッド脱臭システム＋ハイパワー紫外線
＋抗菌ＨＥＰＡフィルタ＋静粛大風量ファンにより、
多様化する医療現場においても対応可能にしました。

感染リスクZEROをめざして 汎用性に優れ、
高い除菌と消臭力。
ウルトラ次亜ソフト水
毎分10リットルの大量生成が可能。リッター約7
円のローコストなので、水道水感覚で使える除菌
効果の高い微酸性水です。

測定時間約70秒、
診断のトータル時間を短縮
検体吸引量10μLで測定可能なので、採血の難し
い動物にも負担を軽減します。院内で血液検査
を行うことで、貧血や、アレルギー、感染症などの
スクリーニングが可能で迅速に診療へ反映させ
ます。

ウルトラ次亜ソフト水生成器
Hi TOP 2（ハイトップ2）

空気清浄除菌脱臭装置
FDS-ZERO

動物用自動血球計数装置
Microsemi  LC-662

製造販売承認番号：農林水産省指令22動薬第1806号

小さくても高性能、
超音波の新しいカタチ。
先進の高性能デジタルビームフォーマー技
術をコンパクトに凝縮。Hi Qualityな画質
と優れたポータビリティーで、様々なシーン
でのエコー検査に的確に対応します。

超音波画像診断装置
UF-760AG PaoLusTM

医療機器認証番号：223ADBZX00025000

本 社  /  〒601 -8121　京都府京都市南区上鳥羽大物町15 TEL（075）681 -3191㈹

－46－ －47－



－48－ －49－



問い合わせ先
引受保険会社

〒160-8338　東京都新宿区西新宿1-26-1
TEL.03-3349-5402  FAX.03-6388-0161
受付時間 9：00～17：00（土・日・祝休）

団体・公務開発部第二課
損害保険ジャパン日本興亜株式会社幹事代理店 株式会社安田システムサービス

〒163-1529　東京都新宿区西新宿1-6-1新宿エルタワー29Ｆ
ＴＥＬ：03（3340）6497　ＦＡＸ：03（3340）5700
受付時間 9：00～17：30（土・日・祝休）

SJNK17-15251（2017.12.6）

獣医師の皆さまを取り巻く様々なリスクの備えに

「獣医師会のほけん」

保険契約者  公益社団法人 日本獣医師会

公益社団法人日本獣医師会 獣医師福祉共済事業

獣医師の皆さまとご家族に
大きな安心を!!

このご案内は概要です。詳しい内容につきましてはパンフレットをご請求いただき、取扱代理店または損保ジャパン日本興亜営業店までお問い合わせください。

動物病院の「什器・備品・医療機器」の損害に備える

動物病院「什器・備品・医療機器」総合補償
（テナント総合保険）

病気やケガに備える

所得補償保険 団体長期障害
所得補償保険 傷害総合保険

動物病院従業員補償
傷害総合保険

＊医療保険基本特約、疾病保険特約、傷害保険特約、がん保険特約セット団体総合保険

新・団体医療保険
＊

日本獣医師会福祉共済事業各保険
の資料は下記幹事代理店までご請
求ください。
なお、携帯電話からもご請求いただ
けます。
下のＱＲコードからアクセスしてくだ
さい。

団体割引20％
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最近の話題

多頭飼育崩壊
福祉的支援も欠かせぬ

ペットが増え過ぎて世話をできなくなる「多頭飼育崩壊」が後を絶たない。解決には実態の早期把握と
併せ、飼い主の生活の立て直しなど福祉や医療の視点を加えた総合的な支援が欠かせない。
保護した犬や猫を劣悪な環境で飼育したとして、八幡市の動物愛護ボランティアが昨年11月、動物愛護
法違反容疑で京都府警に逮捕された。自宅では犬猫の汚物やごみが積み重なり、多数の死骸が見つかった。
長年、引き取り手のない犬猫を預かって飼い主探しに取り組み、活動仲間から「神様」と呼ばれていた。
活動を続けるうちに多頭飼育崩壊に陥ったとみられる。
これは氷山の一角にすぎない。
多頭飼育は悪臭や騒音によって近隣住民とのトラブルを招き、全国各地で社会問題化している。
要因は、飼い主の不妊去勢手術への無理解とともに、高齢化や経済的な困窮、精神的な病気、地域社会
での孤立などが複雑に絡んでいる。欧米でも「アニマルホーダー（動物を抱え込む人）」として問題視さ
れているという。
環境省の調査では、多頭飼育を巡る苦情は2018年度、全国の自治体に2149件寄せられた。自治体が対応
した385事例の分析で、飼い主が「経済的に困窮」が53％、「60代以上」が56％を占め、認知症などさまざ
まな疾患を抱える事例も少なくなかった。
昨年６月施行の改正動物愛護法は適性を欠く密度で飼うことを初めて「虐待」と明記、厳罰化が盛り込
まれた。ただ、責任を問うだけでいいのだろうか。多頭飼育は飼い主の暮らしをも破綻させかねない深刻
な問題であり、自治体や動物愛護団体など周囲の粘り強い支援なしに問題解決は難しい。
環境省は自治体向けに対策を講じる際のガイドラインを３月末までに策定する方針だ。劣悪な多頭飼育
の解消には飼い主に対する福祉的な支援が不可欠とし、動物愛護と社会福祉の両部局が連携することなど
が柱となる予定という。
事態が深刻化する前に察知して対応することが重要で、近隣住民や民生委員らの協力を得てリスクを抱
えた飼い主の把握が欠かせない。場合によっては獣医師や精神科医らによる支援も要るだろう。
京都市は、飼い主と話し合う動物愛護局の職員にケースワーカーなど福祉関係職員が同行する。甲賀市
では官民が連携した「こうが人福祉・動物福祉協働会議」が定期的に情報共有を進めてきた。解決に向け
た模索が続く。こうした地道な試みに期待したい。 （京都新聞　R３.２.23）

－56－ －57－



 
 

 

投　稿　欄投　稿　欄

－58－ －59－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

120

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－60－ －61－



統 計 速 報

 

 

( )

 

訃 　 報

－62－ －63－



－64－ －65－



－66－ －67－



動物を守り、人を支える
ワクチンの京都微研
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